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一
は
じ
め
に
中
國
古
典
詩
の
史
は
長
く
、
詩
が
詠
ま
れ
た
場
も
廣
範
圍
に
わ
た
る
。
そ
の
場
の
持
つ
風
土
が
詩
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
一
篇
の
詩
が
機
と
な
り
、
そ
の
土
地
に
特
定
の
イ
メ
ー
ジ
が
共
有
さ
れ
た
詩
名
と
な
り
、
後
の
詩
人
が
そ
れ
に
し
て
詩
を
詠
む
、
と
い
う
こ
と
も
行
な
わ
れ
て
き
た
。
我
々
が
そ
う
い
っ
た
詩
を
讀
む
と
き
、
そ
の
土
地
の
持
つ
風
土
・
イ
メ
ー
ジ
を
切
り
離
し
て
鑑
賞
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
木
が
比
較
少
な
い
北
方
中
國
で
詠
ま
れ
た
作
品
に
は
潤
い
の
乏
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
一
方
、
南
方
中
國
で
詠
ま
れ
た
作
品
に
は
、
そ
の
風
土
・
氣
候
が
反
映
し
、
詩
の
中
に
豐
か
さ
や
明
る
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
南
方
中
國
で
詠
ま
れ
た
作
品
は
、
必
ず
し
も
そ
の
土
地
を
ほ
め
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
の
例
と
言
え
る
も
の
が
「
瘴
」
の
字
で
あ
る
。
南
方
中
國
に
つ
い
て
詠
ま
れ
た
詩
の
中
に
し
ば
し
ば
こ
の
「
瘴
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
「
瘴
」
は
南
方
中
國
の
風
土
を
否
定
に
詠
う
と
き
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
と
同
時
に
、
と
り
わ
け
中

	の
詩
人
た
ち
が
江
南
の
地
で
、
心
の

安
を
覺
え
つ
つ
そ
の
土
地
の
風
土
を
詠
ん
だ
作
品
の
數
々
が
存
在
す
る
こ
と
も
ま
た
事
實
で
あ
る
。
南
方
中
國
を
あ
し
ざ
ま
に
詠
う
詩
と
た
た
え
て
詠
う
詩
と
の
存
…
…
。
こ
の
一
見
矛
盾
す
る
現
象
を
ど
の
よ
う
に
明
す
れ
ば
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
こ
の
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、
「
瘴
」
が
ど
の
よ
う
に
中
國
古
典
詩
の
な
か
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
手
が
か
り
に
し
て
、
中
國
の
詩
人
に
と
っ
て
江
南
以
南
の
地
が
ど
の
よ
う
中
國
古
典
詩
人
に
お
け
る
南
方
意
識
「
瘴
」
の
字
を
手
が
か
り
に
許
山
秀
樹
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
か
、
を
考
え
て
い
き
た
い
。
二
辭
書
に
お
け
る
「
瘴
」
字
の
意
味
本
章
で
は
、
「
瘴
」
の
文
字
の
立
と
初
期
の
使
用
例
に
つ
い
て
考
え
る
。
白
川
靜
『
字
統
』
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
形
聲
聲
符
は
章
。
南
方
の
濕
潤
の
地
に
は
、
風
土
病
マ
ラ
リ
ア
の
が
多
く
、
瘴
癘
の
地
と
さ
れ
る
。
後
以
後
の
文
獻
に
至
っ
て
み
え
る
の
は
、
そ
の
こ
ろ
南
方
と
の
交
が
は
じ
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
〔
後
書
、
馬
傳
〕
に
「
軍
吏
、
瘴
疫
を
經
て
死
す
る
も
の
、
十
の
四
な
り
」
、
ま
た
〔
南
蠻
傳
〕
に
も
「
死
を

す
も
の
、
十
に
必
ず
四
、
五
な
り
」
と
み
え
、
そ
の
猖
獗
の
	を
傳
え
て
い
る
。
「
後
以
後
の
文
獻
に
至
っ
て
み
え
る
の
は
、
そ
の
こ
ろ
南
方
と
の
交
が
は
じ
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
點
は

目
す
べ
き
指
摘
で
あ
る
が
、
根
據
が
示
さ
れ
て
い
な
い
（
１
）。
し
ば
し
ば
辭
典
に
明
さ
れ
る
「
南
方
特
有
の
風
土
病
」
「
高

多
濕
の
熱
帶
・
亞
熱
帶
地
方
に
み
ら
れ
る
惡
氣
」
と
い
う
意
味
を
こ
の
「
瘴
」
の
字
だ
け
が
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、『
語
大
字
典
』
（
卷
六
）「
障
」
⑬
で
は
、
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
「
瘴
」。
瘴
氣
、
熱
帶
或
亞
熱
帶
山
林
中
濕
熱
空
氣
、《
篇


・
地
理
・
阜
部
》
：「
障
、
亦
作
瘴
。」《
後
書
・
楊

傳
》
：「
且
南
方
濕
、
障
毒
互
生
。
」
《
文
・
左
思
〈
魏

賦
〉
》
：「
宅
土

、
封
疆
障
癘
。
」
李
善

引
劉
逵
曰
、
「
・
蜀
皆
濕
、
其
南
皆
有
瘴
氣
。」
こ
の
よ
う
に
、「
障
」
に
も
同
樣
の
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
文
獻
を
檢
索
す
る
限
り
、
代
お
よ
び
そ
れ
以
の
文
獻
に
は
「
瘴
」
字
を
見
出
し
が
た
い
。「
瘴
」
が
ま
と
ま
っ
て
文
獻
に
現
わ
れ
る
の
は
、
管
見
の
範
圍
で
は
、『
後
書
』
で
あ
る
。「
障
」
の
字
が
こ
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
た
例
も
、
後
以
の
文
獻
に
は
見
出
し
が
た
い
（
２
）。
三
以
の
用
例
本
章
で
は
、
代
以
の
詩
の
中
で
「
瘴
」
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
檢
證
す
る
。
管
見
の
範
圍
で
は
、
南
・
宋
の
鮑
照
の
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
80
詩
が
最
も
古
い
。
代
熱
行
鮑
照
赤
阪
西
阻
赤
阪
西
阻
に
た
わ
り
火
山
赫
南
威
火
山
南
威
に
赫
な
り
身
熱
頭
且
痛
身
熱
く
頭
は
且
つ
痛
み
鳥
堕
魂
來
歸
鳥
の
堕
つ
る
が
ご
と
く
し
て
魂
の
み
來
歸
す
湯
泉
發
雲
潭
湯
泉
は
雲
潭
に
發
し
焦

石
圻
焦
は
石
圻
に
る
日
有
恆
昏
日
は
恆
に
昏
き
有
り
雨
露
未
嘗
晞
雨
露
は
未
だ
嘗
て
晞
か
ず
丹
蛇
踰
百
尺
丹
蛇
は
百
尺
を
踰
え
玄
蜂
盈
十
圍
玄
蜂
は
十
圍
に
盈
つ
含
沙
射
流
影
沙
を
含
ん
で
流
影
を
射
吹
蠱
病
行
暉
吹
蠱
は
行
暉
を
病
ま
し
む
瘴
氣
晝
熏
體
瘴
氣
は
晝
に
體
に
熏
じ
露
夜
沾
衣
露
は
夜
に
衣
を
沾
す
猿
莫
下
	
猿
も
下
り
て
	す
る
莫
く
晨
禽
不
敢
飛
晨
禽
も
敢
て
飛
ば
ず
毒


多
死

に
毒
す
る
す
ら
お
多
く
死
す
度
瀘

腓
瀘
を
度
り
て
は
ぞ

と
もに
腓 や
む
の
み
な
ら
ん
や
生
蹈
死
地
生
は
死
地
を
蹈
み
昌
志
登
機
昌
志
は
機
に
登
る
戈
船
榮


戈
船
は
榮
に
く
伏
波
賞
亦

伏
波
も
賞
は
亦
た
な
り
輕
君
惜
輕
き
を
君
は
お
惜
し
む
士
重
安
可
希
士
の
重
ん
ぜ
ら
る
る
を
安
ん
ぞ
希
う
可
け
ん
（
３
）
「
瘴
氣
は
晝
に
體
に
熏
じ
、
露
は
夜
に
衣
を
沾
す
」
と
い
う
部
分
に
「
瘴
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
句
は
「
晝
に
は
瘴
氣
が
身
體
に
染
み
こ
み
、
夜
は
毒
の
露
が
衣
を
沾
す
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
身
體
に
有
な
氣
と
し
て
「
瘴
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
赤
阪
」
は
燒
き
つ
け
る
ほ
ど
に
熱
い
坂
の
こ
と
を
い
う
。「
南
威
」
は
南
方
の
く
嚴
し
い
氣
候
を
い
う
。
こ
の
作
品
は
、
『
文
』
（
卷
二
十
八
「
熱
行
」
）
や
『
樂
府
詩
集
』
（
卷
六
十
五
）
に
引
く
曹
植
「
熱
行
」
を
踏
ま
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
佚
文
に
は
「
行
到
日
南
、
經
交
阯
。
熱
但
曝
露
、
越
夷
水
中
」
と
あ
る
よ
う
に
、
南
方
の

を
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
同
時
期
に
も
う
一
例
、
用
例
が
あ
る
。
邁
「
櫂
歌
行
」
に
「
瘴
」
の
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
中
國
古
典
詩
人
に
お
け
る
南
方
意
識
（
許
山
）
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櫂
歌
行
邁

十
三
爲
使
十
三
に
し
て
使
と
爲
り
孤
劍
出
皋

孤
劍
も
て
皋
に
出
ず
西
南
窮
天
險
西
南
天
險
を
窮
め
東
北
畢
地
關
東
北
地
關
を
畢
す
岷
山
高
以
峻
岷
山
高
く
以
て
峻
な
り
燕
水
且

燕
水
く
且
つ
し
一
去
千
里
孤
一
た
び
去
り
て
千
里
孤
な
り
邊
馬
何
時

邊
馬
何
れ
の
時
に
か
ら
ん
遙
	

嶂
外
遙
か
に
	む

嶂
の
外
瘴
氣
鬱
雲
端
瘴
氣
雲
端
に
鬱
な
り
始
知
身
死
處
始
め
て
知
る
身
の
死
す
る
處
生
從
此
殘
生
此
よ
り
殘
す
（
４
）
こ
こ
で
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
用
例
の
場
合
、
必
ず
し
も
南
方
の
嚴
し
い
氣
候
を
詠
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
點
で
あ
る
。
第
二
句
の
「
皋
」
は
今
の
甘
肅
省
州
市
の
南
に
あ
り
、
第
五
句
の
「
岷
山
」
は
今
の
四
川
省
西
北
部
の
山
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
南
方
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
詩
體
を
覽
し
て
も
、
南
方
に
お
い
て

に
し
む
部
分
を
讀
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
「
瘴
」
が
詩
の
用
例
の
最
初
期
に
お
い
て
、
必
ず
し
も
南
方
の

・
濕
潤
の
風
土
を
指
す
わ
け
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
事
實
は
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
の
詩
に
は
、
こ
の
二
首
以
外
に
の
も
の
が
あ
る
。
隋
・
孫
壽
「
戍
江
南
寄
京
邑
親
友
」
賈
誼
長
沙
國
、
屈
湘
水
濱
。
江
南
瘴
癘
地
、
從
來
多
逐
臣
。
…
…
隋
・
王
冑
「
臥
疾
越
淨
名
意
詩
并
序
」
客
行
萬
餘
里
、
眇
然
滄
上
。
五
嶺
常
炎
鬱
、
百
越
多
山
瘴
（
５
）。
…
…
こ
の
二
首
に
つ
い
て
い
う
と
、
「
瘴
」
の
字
に
關
し
て
な
さ
れ
る
一
般
な
解
釋
が
こ
こ
で
合
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
江
南
瘴
癘
地
」
や
「
五
嶺
常
炎
鬱
、
百
越
多
山
瘴
」
と
い
う
よ
う
に
、
長
江
以
南
の
南
方
の
地
に
つ
い
て
べ
ら
れ
て
い
る
。
四
代
の
用
例
ａ
初

『

詩
』
の
用
例
を
、
卷
數
順
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
便
宜
上
、
初
を
卷
一
一
五
ま
で
、

を
卷
二
三
五
ま
で
、
中
を
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
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卷
五
〇
九
ま
で
、

を
卷
九
〇
〇
ま
で
と
す
る
。
必
ず
し
も
實
態
に
し
た
分
け
方
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
が
、
お
お
よ
そ
の
傾
向
は
こ
れ
に
よ
っ
て
見
て
取
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
初
の
用
例
は
二
十
二
例
で
あ
る
（
６
）。
そ
の
う
ち
、
宋
之
問
が
六
首
、
沈
期
が
五
首
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
、
「
瘴
」
の
字
を
含
む
名
な
作
品
が
そ
ろ
っ
て
出
て
き
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
題
大
嶺
北
驛
宋
之
問
陽
南
飛
雁
陽

南
飛
の
雁
傳
聞
至
此
回
傳
え
聞
く
此
に
至
っ
て
回
る
と
我
行
殊
未
已
我
が
行
殊
に
未
だ
已
ま
ず
何
日
復
歸
來
何
れ
の
日
か
復
た
歸
來
せ
ん
江
靜
	初


江
靜
か
に
し
て
	初
め
て

ち
林
昏
瘴
不
開
林
昏
く
し
て
瘴
開
か
ず
明


處
明

を
む
處
應
見
隴
頭

應
に
隴
頭
の
を
見
る
べ
し
至
端
州
驛
、
見
杜
五
審
言
・
沈
三
期
・
閻
五
隱
・
王
二
無
競
題
壁
、
然
詠
宋
之
問
逐
臣
北
地
承
嚴
譴
逐
臣
北
地
に
嚴
譴
を
承
け
到
南
中
相
見
せ
ら
れ
て
南
中
に
到
れ
ば
に
相
い
見
ん
と
す
豈
意
南
中
岐
路
多
豈
に
意
わ
ん
や
南
中
岐
路
多
く
千
山
萬
水
分
縣
千
山
萬
水
縣
を
分
か
た
ん
と
は
雲
搖
雨
散
各
飛
雲
搖 う
ごき
雨
散
じ
て
各
の
飛
し
闊
天
長
信
稀
闊
く
天
長
く
し
て
信
稀
な
り
處
處
山
川
同
瘴
癘
處
處
の
山
川
同
じ
く
瘴
癘
自
憐
能
得
幾
人
歸
自
ら
憐
れ
む
能
く
幾
人
か
歸
る
を
得
ん
遙
同
杜
員
外
審
言
嶺
沈
期
天
長
地
闊
嶺
頭
分
天
長
く
地
闊
く
し
て
嶺
頭
に
分
か
た
る
去
國
離
家
見
白
雲
國
を
去
り
家
を
離
れ
て
白
雲
を
見
る
洛
浦
風
光
何
似
洛
浦
の
風
光
何
の
似
た
る
ぞ
崇
山
瘴
癘
不
堪
聞
崇
山
の
瘴
癘
聞
く
に
堪
え
ず
南
漲
人
何
處
南
の
か
た
漲
に
か
ん
で
人
何
れ
の
處
ぞ
北
衡
陽
雁
幾
群
北
の
か
た
衡
陽
を
ん
で
雁
幾
群
ぞ
兩
地
江
山
萬
餘
里
兩
地
の
江
山
萬
餘
里
何
時
重

明
君
何
れ
の
時
に
か
重
ね
て
明
の
君
に
せ
ん
中
國
古
典
詩
人
に
お
け
る
南
方
意
識
（
許
山
）
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端
州
別
高
六

張

壤
同
羈
竄
壤
羈
竄
を
同
じ
く
し
中
喜
共

中
共
に
ご
す
を
喜
ぶ
愁
多
時
舉
酒
愁
多
く
し
て
時
に
酒
を
舉
げ
勞
罷
或
長
歌
勞
罷
ん
で
或
い
は
歌
を
長
く
す
南
風
壯
南

風
壯
に
し
て
西
江
瘴
癘
多
西
江
瘴
癘
多
し
於
焉
復
分
手
焉
に
於
い
て
復
た
手
を
分
か
つ
此
別
傷
如
何
此
の
別
れ
傷
ま
し
き
こ
と
如
何
せ
ん
こ
こ
で
	意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
宋
之
問
・
沈

期
・
張
が
い
ず
れ
も
北
方
出
身
の
詩
人
で
、
政
爭
に
敗
れ
て
南
方
に
左
さ
れ
た
經
驗
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
右
に
あ
げ
た
作
品
は
、
そ
の
經
驗
を
反
映
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
張
九
齡
は
廣
東
出
身
で
、
例
外
存
在
で
あ
る
。
自
分
の
土
、
も
し
く
は
そ
れ
に
い
風
土
を
「
瘴
」
の
字
を
用
い
て
表
現
し
て
い
る
こ
と
も
せ
て
興
味
が
惹
か
れ
る
。な
お
、
こ
れ
以
外
に
も
、
辛
常
伯
、
も
し
く
は
駱
王
の
作
品
と
見
な
さ
れ
る
作
品
が
一
首
あ
る
（
７
）。
ｂ



の
用
例
は
三
十
七
例
を
數
え
る
（
８
）。
そ
の
う
ち
の
二
十
二
首
を
杜
甫
が
占
め
て
い
る
。
殘
存
す
る
詩
數
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
杜
甫
の
用
例
の
多
さ
は
こ
の
時
期
の
大
き
な
特
を
な
し
て
い
る
（
９
）。
そ
れ
以
外
の
詩
人
は
、
劉
長
卿
が
五
首
（
）、
高
が
三
首
、
孟
然
が
二
首
で
あ
る
。
杜
甫
の
用
例
の
う
ち
、
最
も
名
な
も
の
は
、
の
「
李
白
」
で
あ
ろ
う
。李
白
二
首
其
の
一
杜
甫
死
別
已
呑
聲
死
別
已
に
聲
を
呑
み
生
別
常
惻
惻
生
別
常
に
惻
惻
た
り
江
南
瘴
癘
地
江
南
瘴
癘
の
地
逐
客
無
息
逐
客
息
無
し
故
人
入
我

故
人
我
が
に
入
り
明
我
長
相
憶
我
が
長
く
相
い
憶
う
を
明
か
に
す
非
生
魂
ら
く
は
生
の
魂
に
非
ず
路
不
可
測
路
く
し
て
測
る
可
か
ら
ず

期
の
用
例
の
特
は
、
先
に
も
べ
た
よ
う
に
、
杜
甫
の
使
用
中
國
詩
文
論
叢
第
二
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集
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例
が
ぬ
き
ん
で
て
多
い
、
と
い
う
點
で
あ
る
。
そ
し
て
、

の
詩
は
こ
れ
ま
で
の
用
例
を
忠
實
に
受
け
繼
い
で
い
る
、
と
い
う
點
も
特
と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
初
期
ま
で
に
見
ら
れ
た
用
例
「
瘴
癘
」
「
瘴
江
」「
秋
瘴
」「
瘴
氣
」
な
ど
が

期
の
用
例
の
中
に
數
多
く
見
出
せ
る
。

期
に
な
っ
て
新
た
に
見
出
せ
る
新
し
い
用
例
と
し
て
は
、
「
炎
瘴
」「
瘴
毒
」「
瘴
雲
」
な
ど
が
あ
り
、「
瘴
」
を
含
む
用
例
の
擴
大
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
ｃ
中

中
期
の
用
例
は
一
四
一
例
で
あ
る
。
中
期
に
こ
の
「
瘴
」
の
字
の
使
用
が
詩
に
お
い
て
擴
大
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
四
一
例
の
う
ち
、
白
居
易
が
三
十
一
首
（
）、
元
が
二
十
九
首
（
）、
韓
愈
が
九
首
、
柳
宗
元
が
七
首
、
張
・
盧
綸
・
李
紳
（
	）が
六
首
と
な
っ
て
い
る
（

）。
こ
の
時
期
に
も
、
「
瘴
」
の
字
が
用
い
ら
れ
た
名
な
作
品
が
い
く
つ
か
あ
る
。
新
樂
府
新
豐
折
臂

戒
邊
功
也
白
居
易
（
略
）
點
得
驅
將
何
處
去
點
し
得
て
驅
り
將
て
何
れ
の
處
に
か
去
く
五
萬
里
雲
南
行
五

萬
里
雲
南
に
行
く
聞
雲
南
有
瀘
水
聞
く
雲
南
に
瀘
水
有
り
と
椒

時
瘴


椒

つ
る
時
瘴

こ
る
大
軍
徒
水
如
湯
大
軍
徒
す
る
に
水
湯
の
如
し
未
十
人
二
三
死
未
だ
ぎ
ざ
る
に
十
人
に
二
三
は
死
す
（
後
略
）
左
至
關
示
姪
孫
湘
韓
愈
一
封
奏
九
重
天
一
封
に
奏
す
九
重
の
天
夕
貶
州
路
八
千
夕
べ
に
州
に
貶
せ
ら
る
路
八
千
欲
爲

除
事

の
爲
に
事
を
除
か
ん
と
欲
す
肯
將
衰
朽
惜
殘
年
肯
て
衰
朽
を
將
て
殘
年
を
惜
し
ま
ん
や
雲
秦
嶺
家
何
在
雲
は
秦
嶺
に
た
わ
り
家
何
く
に
か
在
る
擁
關
馬
不

は
關
を
擁
し
て
馬
ま
ず
知
汝
來
應
有
意
知
る
汝
が
く
來
る
應
に
意
有
る
べ
し
好
收
吾
骨
瘴
江
邊
好
く
吾
が
骨
を
收
め
よ
瘴
江
の
邊
夜
坐
元

雨
滯
更
愁
南
瘴
毒
雨
滯
り
て
更
に
愁
う
南
瘴
の
毒
明
喜
北
風
涼
明
か
に
し
て
ね
て
喜
ぶ
北
風
の
涼
古
 樓
影
空
!
古
 の
樓
影
空
!に
わ
り
中
國
古
典
詩
人
に
お
け
る
南
方
意
識
（
許
山
）
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濕
地
蟲
聲
遶
暗

濕
地
の
蟲
聲
暗
を
遶
る
（
後
略
）
「
瘴
」
字
に
關
す
る
、
こ
の
時
期
の
特

な
點
は
、
表
現
の
擴
大
で
あ
る
。
中
以
で
は
「
瘴
」
が
單
獨
で
用
い
ら
れ
る
ほ
か
、
比
較
少
數
の
用
例
を
檢
出
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
中
以
に
な
る
と
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
用
例
が
擴
大
し
て
く
る
。

こ
ろ
ま
で
は
、
「
瘴
癘
」
「
瘴
氣
」
「
秋
瘴
」
な
ど
が
用
例
の
多
く
を
占
め
て
い
た
が
、
中
期
に
な
る
と
こ
れ
ま
で
目
に
し
て
こ
な
か
っ
た
用
例
を
檢
出
で
き
る
。
た
と
え
ば
、「
瘴
雨
」「
瘴
霧
」「
瘴
	」「
瘴

」「
瘴
色
」「
瘴
痾
」
「
瘴
水
」
な
ど
を
新
た
な
用
例
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
「
瘴
」
の
字
が
詩
語
と
し
て
く
意
識
さ
れ
、
中

期
の
詩
人
た
ち
に
よ
っ
て
樣
々
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
詩
の
中
に
取
り

ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
詩
人
た
ち
の
南
方
生
活
が

え
た
こ
と
が
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
中
期
に
な
っ
て
、
科

を
じ
て
詩
人
た
ち
が
中
央
官
界
に
入
る
こ
と
が
え
た
。
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
新
興
士
大
夫
階
の
臺
頭
を
む
勢
力
も
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
詩
人
が
左
を
經
驗
す
る
。
結
果
に
、
詩
人
た
ち
は
南
方
の
風
土
や
事
物
を
直
接
經
驗
し
た
。
そ
の
經
驗
を
中
期
以
の
詩
人
た
ち
は
詩
の
中
に
取
り
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ｄ


中
期
ま
で
は
「
瘴
」
を
含
む
詩
を
十
首
以
上
詠
ん
だ
り
、
も
し
く
は
名
な
作
品
を
殘
し
た
詩
人
は
い
た
が
、

期
に
は
そ
の
傾
向
が
く
な
る
。

の
用
例
中
、
最
も
作
品
が
多
い
の
は
鄭
谷
と
齊
己
の
七
首
で
あ
り
、
い
で
許
渾
・
貫
休
の
五
首
で
あ
る
。

の
用
例
は
九
三
例
（
）で
あ
り
、
中
の
一
四
一
例
に
比
べ
て
、
對
數
に
お
い
て
少
な
い
。
詩
體
の
相
對
な
合
か
ら
言
え
ば
、
中
詩
が
ほ
ぼ
一
五
〇
〇
〇
首
、

詩
が
暫
定
な
數
字
と
し
て
ほ
ぼ
二
〇
〇
〇
〇
首
（
）で
あ
る
と
す
る
と
、

詩
の
「
瘴
」
を
含
む
詩
の
合
は
中
期
の
五
〇
％
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
點
は
、
代
の
詩
人
の
南
方
意
識
を
考
え
る
點
で
興
味
深
い
。
將
之
瀘
郡

遂
州
、
裴
晤
員
外
謫
居
於
此
、
話
舊
淒
涼
因
寄
二
首
（
其
一
）
鄭
谷
誰
解
登
高
問
上
玄
誰
か
解
く
高
き
に
登
り
て
上
玄
に
問
わ
ん
謫
仙
何
事
謫
詩
仙
謫
仙
何
事
ぞ
詩
仙
を
謫
せ
る
と
雲
 列
宿
離
!省
雲
は
列
宿
を
 り
て
!省
を
離
れ
樹
蔭
澄
江
入
野
船
樹
は
澄
江
を
蔭
い
て
野
船
に
入
る
"鳥
啼
愁
瘴
雨
"鳥
に
啼
き
瘴
雨
を
愁
い
#
$早
%中
蠻


#
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不
知
幾
首
南
行
曲
知
ら
ず
幾
首
の
南
行
曲
留
與
巴
兒
萬
古
傳
巴
兒
に
留
與
し
て
萬
古
に
傳
わ
ら
ん
歐
陽
歸
中
項
斯
秦
幾
年

秦

幾
年
か
む

故
	衣
お
す
故
	の
衣
失
意
時
相
識
意
を
失
い
て
時
に
相
い
識
り

名
後
獨
歸
名
を

し
て
後
獨
り
歸
る
秋
蠻
樹

秋
蠻
樹
く
嶺
夜
瘴
禽
飛
嶺
夜
瘴
禽
飛
ぶ
爲
學
心
滿
學
を
爲
す
も
心
滿
ち
く
知
君
更
掩

知
る
君
更
に
を
掩
す
を
な
ど
が
知
ら
れ
る
が
、
用
例
の
減
少
と
と
も
に
名
な
作
品
も
少
な
い
。
こ
れ
は
ど
う
し
て
で
あ
ろ
う
か
。

期
に
お
い
て
も
南
方
で
の
生
活
を
經
驗
し
た
詩
人
は
多
い
の
で
、
用
例
の
減
少
は
何
ら
か
の
理
由
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
筆
は
の
點
を
理
由
と
し
て
あ
げ
う
る
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
①
中
期
に
お
い
て
詩
人
の
南
方
經
驗
が
擴
大
し
た
の
で
、

期
で
は
南
方
の
風
土
・
事
物
は
す
で
に
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
、
②
南
方
で
實
際
に
生
活
す
る
こ
と
に
よ
り
、
南
方
の
風
土
の
實
態
を
知
り
、
「
南
州
水
土

、
加
有
瘴
氣
、
死
十
必
四
五
」
（
『
後

書
』
南
蠻
傳
）
な
ど
と
い
う
現
實
と
は
乖
離
し
た
意
味
で
「
瘴
」
を
使
い
づ
ら
く
な
っ
た
、
と
い
う
點
で
あ
る
。
中
期
に
ま
で
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
、
「
瘴
」
が
死
を
含
意
す
る
意
味
の
用
例
（
）が

期
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
そ
の
傍
證
と
な
ろ
う
（
）。
な
お
、
「
瘴
」
の
持
つ
詩
イ
メ
ー
ジ
に
お
い
て
、
こ
の

期
に
特
に
變
が
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
章
で
べ
た
い
。
五
結
び
「
瘴
」
の
使
用
例
を
み
て
い
く
と
、
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
點
が
指
摘
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
「
瘴
」
と
季
の
問
題
で
あ
る
。
さ
と
關
わ
る
語
で
あ
る
か
ら
、
「
瘴
」
の
用
例
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
が
、
實
際
に
は
「
瘴
」
は
『

詩
』
に
は
檢
出
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
秋
と
「
瘴
」
の
關
わ
り
が
い
。
「
秋
瘴
」
の
用
例
は
『


詩
』
に
六
例
あ
る
。
北
方
で
は
秋
に
な
る
と
さ
も
和
ら
ぐ
が
、
南
方
中
國
古
典
詩
人
に
お
け
る
南
方
意
識
（
許
山
）
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で
は
殘
が
嚴
し
い
の
で
、
北
方
の
人
に
と
っ
て
は
「
秋
瘴
」
こ
そ
が
特
に
耐
え
い
氣
候
と
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
そ
れ
以
外
の
季
と
組
み
合
わ
せ
た
も
の
は
「
春
瘴
」
が
一
例
（
白
居
易
）
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、『

詩
』
に
は
「
瘴
」
は
な
い
。
に
指
摘
す
べ
き
點
は
、
「
瘴
」
と
土
地
の
關
係
で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
瘴
」
は
嶺
南
、
四
川
や
江
南
の
地
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
の
詩
の
よ
う
に
、
北
方
の
地
に
つ
い
て
も
使
わ
れ
る
。
（
第
三
章
に
	げ
た
南

・
宋
の
櫂
歌
行
（
邁
）
も
同
じ
）
出
塞
作
武
元
衡
夙
駕
逾
人
境
夙
に
駕
し
て
人
境
を
逾
え
長
驅
出
塞
垣
長
驅
し
て
塞
垣
を
出
ず
邊
風
引
去
騎
邊
風
去
騎
を
引
き
胡
沙
拂
征
轅
胡
沙
征
轅
を
拂
う
奏
笳
山
白
笳
を
奏
で
て
山
白
く
結
陣
瘴
雲
昏
陣
を
結
び
て
瘴
雲
昏
し
雖
云
風
景



風
景

と
な
る
と
云
う
と
雖
ど
も
亦
喜
地
理
樓
煩
亦
た
喜
ぶ
地
理
樓
煩
に
ず
る
を
白
矢
飛
先
火

白

矢
飛
ぶ
こ
と
火
に
先
ん
じ
金
甲
奪

暾
金
甲
く
こ
と

暾
を
奪
う
須
灑
龍
沙
淨
ず
須
ら
く
龍
沙
を
灑
し
て
淨
め
歸
明
光
一
報
恩
歸
り
て
明
光
に
し
て
一
に
恩
に
報
ゆ
べ
し
「
出
塞
作
」
の
詩
題
に
よ
っ
て
も
、
こ
れ
が
南
方
で
の
作
品
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、「
樓
煩
」
は
古
代
北
方
の
部
族
名
で
あ
り
、
「
龍
沙
」
は
廣
く
塞
外
北
邊
塞
の
地
を
指
す
。
作
の
武
元
衡
は
中
期
の
詩
人
で
あ
る
。
中
期
に
お
い
て
も
、
南

宋
と
同
じ
く
、
北
方
の
地
の
風
土
に
お
い
て
も
、
「
瘴
」
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
確
で
き
る
。
以
上
の
よ
う
に
、「
瘴
」
は
必
ず
し
も
「
南
方
特
有
の
風
土
病
」
「
高
多
濕
の
熱
帶
・
亞
熱
帶
地
方
に
み
ら
れ
る
惡
氣
」
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。
に
意
す
べ
き
點
は
、「
瘴
」
に
め
ら
れ
た
意
味
で
あ
る
。「
瘴
」
が
本
來
持
っ
て
い
た
、
「
高
多
濕
の
熱
帶
・
亞
熱
帶
地
方
に
み
ら
れ
る
惡
氣
」
と
い
う
嚴
し
い
氣
候
そ
の
も
の
に
焦
點
を
當
て
た
意
味
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
風
土
を
持
っ
た
南
方
の
土
地
と
い
う
意
味
を
「
瘴
」
に
め
た
用
例
が
 え
て
く
る
。
「
瘴
」
が
本
來
持
っ
て
い
た
自
然
現
象
へ
の
關
心
が
!れ
、
土
地
に
重
點
が
あ
り
、
そ
う
い
う
風
土
の
南
方
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
88
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
先
に
げ
た
項
斯
「
歐
陽
歸
中
」
を
再
度
見
て
み
よ
う
。
秋
蠻
樹

秋
蠻
樹
く
嶺
夜
瘴
禽
飛
嶺
夜
瘴
禽
飛
ぶ
こ
の
詩
の
「
瘴
」
は
「
蠻
」
と
對
を
	し
て
お
り
、
「
高

多
濕
の
熱
帶
・
亞
熱
帶
地
方
に
み
ら
れ
る
惡
氣
」
と
い
う
意
味
は
後
し
、
そ
の
風
土
を
意
識
し
つ
つ
も
中
心
義
と
し
て
は
土
地
そ
の
も
の
に
重
點
が
移
っ
て
い
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
「
瘴
禽
」
は
「
南
國
の
鳥
」
と
い
う
度
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
用
例
は
、
中
以
に
な
っ
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
中
で
は
、
張
「
蠻
客
」
詩
の
「
柳
瘴
雲
濕
、
桂
叢
蠻
鳥
聲
」
や
殷
堯
「
九
日
」
詩
の
「
瘴
雨
蠻



景
、
蕪
野
古
今
愁
」、
袁
不
「
人
至
嶺
南
」
詩
の
「
瘴



色
、
巴
路
傍
溪
聲
」
が
そ
れ
に
當
た
る
だ
ろ
う
。
賈
島
「
子
陂
上
韓
吏
部
」
詩
の
「
涕
流
聞
度

瘴
，
病
喜
秦
」
は
「
瘴
」
と
「
秦
」
が
對
を
	し
て
い
る
。

に
も
そ
の
用
例
を
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
に
げ
た
項
斯
や
鄭
谷
の
詩
は
、
「
蠻
」
と
「
瘴
」
が
對
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
許
渾
「
從
兄
別
駕
歸
蜀
」
詩
の
「
家
留
秦
塞
曲
、
官
謫
瘴
溪
」
や
曹
松
「
陳
樵
校
書
歸
泉
州
」
詩
の
「
關
遙
秦
雁
斷
、
家
瘴
雲
低
」
は
「
秦
」
と
「
瘴
」
が
對
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
貫
休
「
劉
逖
赴
辟
」
詩
の
「
路
入
山
熟
、
江
 瘴
雨
肥
」
は
「
瘴
」
が
「
」
と
對
に
な
っ
た
例
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
例
も
、
「
高

多
濕
の
熱
帶
・
亞
熱
帶
地
方
に
み
ら
れ
る
惡
氣
」
と
い
う
氣
候
・
風
土
そ
の
も
の
よ
り
も
、
そ
の
字
義
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
う
い
っ
た
風
土
を
持
っ
た
南
方
の
土
地
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
中
期
以
、「
瘴
」
と
い
う
語
が
現
わ
れ
る
。『
!語
大
詞
典
』
で
「
指
南
方
（
傍
點
は
引
用
"）
域
」
と
し
、

の
#綬
「
行
路
$」
詩
の
「
雙
輪
上
銅
梁
%、
一
春
 瘴
波
」
を
引
く
（
&）。
こ
こ
か
ら
も
、
「
瘴
」
字
に
含
ま
れ
て
い
た
「
惡
氣
」「
風
土
病
」
な
ど
の
字
義
の
希
'
(を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
鄭
谷
「
茘
枝
樹
」
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
二
京
曾
見
畫
圖
中
二
京
に
て
曾
て
見
る
畫
圖
の
中
數
本
)菲
色
不
同
數
本
)菲
と
し
て
色
同
か
ら
ず
孤
櫂
今
來
巴
徼
外
孤
櫂
も
て
今
來
た
る
巴
徼
の
外
一
枝
雨
思
無
窮
一
枝
雨
思
い
無
窮
夜
*
+
含
香
瘴
夜
*
+
く
し
て
香
瘴
を
含
み
中
國
古
典
詩
人
に
お
け
る
南
方
意
識
（
許
山
）
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杜
宇
低
暝
風
杜
宇
低
く
し
て
暝
風
こ
る
腸
斷
渝
瀘
霜
霰

腸
斷
す
渝
瀘
霜
霰
く
し
て
不

似
陵
紅
を
し
て
陵
の
紅
に
似
し
め
ざ
る
を
こ
こ
に
い
う
「
瘴
」
も
「
風
土
病
」
や
「
惡
氣
」
と
い
っ
た
傳
統

な
字
義
も
れ
て
、「
香
瘴
」
を
好
ま
し
い
も
の
と
し
て
	っ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
「
瘴
」
を
南
方
の
空
氣
と
い
う

度
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
中
國
古
典
詩
人
が
い
て
い
た
南
方
に
對
す
る
意
識
の
變
を
、
以
上
の
よ
う
に
「
瘴
」
の
字
か
ら
推
測
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
１
）
第
３
章
に
げ
る
よ
う
に
、
初
期
の
用
例
に
、
南
・
宋
の
邁

「
櫂
歌
行
」
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
北
方
の
風
土
を
く
場
面
で
「
瘴
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
「
瘴
」
字
に
南
方
限
定
の
意
味
が
こ
の
時
期
に
あ
っ
た
と
は
斷
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
初
期
の
用
例
で
は
、
た
と
え
ば
「
瘴
氣
」
を
「
障
氣
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
な
ら
ば
、
「
身
體
に
障
（
さ
わ
）
る
氣
候
」
と
い
う
一
般
な
意
味
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
南
方
の
こ
と
を
專
ら
指
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
後
の
轉
義
で
あ
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。
な
お
、
加
常
賢
『

字
の
源
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
〇
年
）、
堂
明
保
『
字
語
源
辭
典
』（
學
燈
、
一
九
六
五
年
）
に
は
、「
瘴
」
を
取
り
上
げ
な
い
。
（
２
）
こ
の
「
障
」
の
字
が
ど
の
よ
う
な


を
經
て
生
ま
れ
た
の
か
を
考
え
る
上
で
、
本
稿
で
	う
意
味
で
の
「
障
」
の
使
用
例
を
考
え
る
こ
と
は
有
な
こ
と
で
あ
る
。
後
以
の
文
獻
に
は
管
見
の
範
圍
で
は
檢
出
で
き
な
か
っ
た
が
、
詳
細
な
檢
討
を
今
後
に
期
し
た
い
。
（
３
）
「
瘴
」
の
字
、
李
善
本
『
文
』
な
ど
で
は
「
」
に
、
四
部
叢
刊
本
は
「
障
」
に
作
り
、
『
樂
府
詩
集
』
は
「
瘴
」
に
作
る
。
ま
た
、
六
臣
本
『
文
』
で
は
、「
五
臣
作
「
瘴
」」
と
い
う
。
（
４
）
「
瘴
」
の
字
、
四
部
備
本
『
樂
府
詩
集
』
・
『
古
樂
』
、
「
障
」
に
作
る
。
た
だ
し
、
中
書
局
本
『
樂
府
詩
集
』
（
中
國
古
典
文
學
基
本
叢
書
）
は
「
瘴
」
に
作
る
。
『
先
秦
魏
晉
南
北
詩
』
は
「
障
」
に
作
り
、「

本
『
詩
紀
』
作
「
瘴
」」
と
い
う
。
（
５
）
な
お
、
こ
の
二
首
は
「
瘴
」
の
字
に
同
が
檢
出
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
點
か
ら
、
南
・
宋
の
頃
に
は
「
瘴
」
の
字
が
ま
だ
定
 し
て
お
ら
ず
、「
瘴
」
で
書
か
れ
た
り
「
障
」
で
書
か
れ
た
り
し
た
が
、「
南
方
特
有
の
風
土
病
」
「
高
!多
濕
の
熱
帶
・
亞
熱
帶
地
方
に
み
ら
れ
る
惡
氣
」
と
い
う
意
味
で
は
「
瘴
」
の
字
を
當
て
る
こ
と
が
隋
代
の
こ
ろ
に
は
ほ
と
ん
ど
定
 し
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
（
６
）
『
"
#詩
』（
卷
八
〇
六
）
の
$山
の
用
例
を
、
初
#に
入
れ
た
。
（
７
）
『
"
#詩
重
出
%收
考
』（
#詩
&究
集
'、
陜
西
人
民
育
出
版
、
(培
基
)、
一
九
九
六
、
四
六
頁
）
は
、
「
按
#人
唱
和
之
例
、
此
詩
當
爲
辛
常
伯
作
、
附
于
駱
集
中
、
*訛
爲
駱
作
」
と
い
い
、
辛
常
伯
の
作
と
す
る
。
た
だ
し
、『
#詩
大
辭
典
』（
+
,初
-
)、
江
蘇
古
.出
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
90
版
、
一
九
九
〇
、
二
三
三
頁
）
で
は
、「
作
辛
常
伯

」（
陳
君
執
筆
）
と
す
る
。
な
お
、
辛
常
伯
の
事
跡
は
不
詳
だ
が
、
『

詩
重
出
收
考
』
で
は
、
「
此
辛
（
心
）
常
伯
、
疑
爲
太
常
伯
或
少
常
伯
之
、
乃
官
職
名
。」
と
い
い
、「
辛
常
伯
」
と
い
う
名
に
疑
問
を
提
出
し
て
い
る
。
（
８
）
	
詩
の
用
例
數
に
、『

詩
』（
卷
七
三
二
）
に
收
め
る
高
力
士
の
斷
句
「

燻
眼

、
瘴
染
面
朱
」
を
算
入
し
た
。
（
９
）
同
時
期
の
詩
人
李
白
に
一
例
も
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
杜
甫
に
二
十
二
例
も
の
用
例
が
あ
る
こ
と
は
、
二
人
の
詩
風
の
相
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
興
味
深
い
點
を
提
供
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
『
溪
漁
隱
叢
話
』
（
集
卷
二
四
）
引
『
桐
江
詩
話
』
で
「
杜
甫
一
生
愁
」
と
言
う
よ
う
に
、
自
分
の
ま
わ
り
の
事
物
・
事
象
の
悲
哀
・
惱
を
一
身
に
受
け
止
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
李
白
は
、
「
李
白
の
自
己
肯
定
な
放
縱
性
・
樂
天
性
が
、
い
か
に
本
質
な
も
の
で
あ
っ
た
か
」
（
松
浦
友
久
『
李
白
傳
記
論
―
客
寓
の
詩
想
―
』
文
出
版
、
一
九
九
四
、
三
二
二
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
物
事
を
否
定
に
捉
え
る
こ
と
が
相
對
に
少
な
く
、
む
し
ろ
樂

に
捉
え
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
二
人
の
そ
う
い
っ
た
詩
風
の
差
を
考
え
る
と
、
兩
の
「
瘴
」
の
使
用
度
の
い
に
つ
い
て
は
首
肯
で
き
る
。
風
土
に
對
す
る
李
白
と
杜
甫
の
意
識
の
差
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
論
じ
た
い
。
（
10）
た
だ
し
、
劉
長
卿
「
貶
南
巴
至
陽
題
李
嘉
江
亭
」
の
「
地
明
君
棄
」
の
句
が
『

詩
』
で
「
一
作
瘴
餘
生
怯
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
含
ん
で
い
る
。
年
の
校
本
『
劉
長
卿
年
箋
』（
儲
仲
君
、
中
書
局
、
一
九
九
六
）
、
『
劉
長
卿
集
年
校
』
（
楊
世
明
校
、
人
民
文
學
出
版
、
一
九
九
九
）
は
、
い
ず
れ
も
「
地
明
君
棄
」
を
と
る
。
（
11）
白
居
易
詩
の
「
得
之
到
官
後
書
、
備
知
 州
之
事
、
悵
然
有
感
、
因
!四
韻
」
の
二
箇
に
「
瘴
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
二
例
と
し
た
。
（
12）
「
思
歸
樂
」
「
"病
十
首
」
「
酬
樂
天
東
南
行
詩
一
百
韻
」
は
各
詩
、
二
箇
に
お
い
て
「
瘴
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
二
例
と
し
た
。
（
13）
李
紳
の
「
趨
翰
#
$誣
搆
四
十
六
韻
」、「
逾
嶺
%止
&陬
抵
高
'」
は
、
各
詩
二
箇
に
「
瘴
」
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
二
例
と
し
た
。
（
14）
賈
島
「
寄
韓
湘
」
の
「
(嶺
行
多
少
，
)州
漲
滿
川
」
詩
で
、
『

詩
』
が
「
漲
」
の
字
に
「
一
作
瘴
」
と
し
た
も
の
も
、
一
例
と
し
て
數
え
た
。
（
15）
『

詩
』（
卷
五
二
五
）
に
收
め
ら
れ
た
「
杜
牧
「
蠻
中
醉
」」
は
、
六

*『

詩
重
出
收
考
』
（
三
二
二
頁
）
に
從
い
、
張
+作
品
（
「
蠻
州
」
）
と
見
な
し
て
除
外
し
た
。
ま
た
、
『

詩
』
卷
五
五
四
と
卷
五
五
五
に
項
斯
と
馬
戴
の
作
品
と
し
て
、
ほ
ぼ
同
じ
詩
が
*載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
一
首
と
み
な
し
た
。
な
お
、
六

*『

詩
重
出
收
考
』
（
四
二
七
頁
）
は
「
此
篇
作
究
竟
屬
誰

,斷
定
」
と
す
る
。
（
16）
こ
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、『
代
の
詩
篇
』（
代
究
の
し
お
り
、
中
國
古
典
詩
人
に
お
け
る
南
方
意
識
（
許
山
）
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岡
武
夫
ほ
か
、
同
朋
舍
出
版
、
一
九
七
七
）
に
よ
っ
て
大
ま
か
な
推
測
を
立
て
た
。
つ
ま
り
、

期
を
『

詩
』
卷
二
三
五
ま
で
と
し
た
場
合
、
そ
の
最
後
の
詩
の
番
號
が
『
代
の
詩
篇
』
で
一
一
九
九
四
番
と
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
期
が
『

詩
』
卷
五
〇
九
ま
で
と
し
た
場
合
、
そ
の
最
後
の
詩
に
二
七
一
二
九
番
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
『

詩
』
最
後
の
作
品
の
番
號
が
四
九
四
〇
三
番
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
期
の
詩
數
は
お
よ
そ
一
五
〇
〇
〇
首
、
卷
五
一
〇
以
の
詩
數
は
お
よ
そ
二
二
〇
〇
〇
首
と
斷
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
二
二
〇
〇
〇
首
と
い
う
數
字
が
そ
の
ま
ま
	
の
詩
數
を
正
確
に
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。『

詩
』
の
卷
七
六
七
の
孫
元
晏
以
の
詩
人
は
『

詩
』
纂
時
は
傳
記
が
未
詳
で
あ
っ
た
た
め
に
「
以
下
無
考
」
と
さ
れ
て
お
り
必
ず
し
も
年
代
順
に
竝
ん
で
い
な
い
こ
と
、
聯
句
・
無
名
氏
や
名

・

・
仙
・
鬼
怪
な
ど
は
更
に
そ
の
後
に
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
卷
七
六
七
以
の
作
品
は
本
來
、
そ
の
ま
ま
で
は
	
期
に
算
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
卷
七
六
七
以
の
「
瘴
」
の
用
例
二
十
四
例
を
檢
討
し
て
み
る
と
、
齊
己
や
貫
休
な
ど
十
七
例
が
	
以
の
作
品
で
あ
る
。
（
初
期
の
も
の
が
一
例
、
中
期
の
も
の
が
五
例
で
あ
る
。）
こ
こ
か
ら
考
え
る
と
、『

詩
』
卷
七
六
七
以
の
作
品
に
は
數
多
く
の
	
期
の
作
品
が
含
ま
れ
て
い
る
と
斷
さ
れ
よ
う
。
『

詩
』
に
お
い
て
、
詩
人
を
年
代
順
に
竝
べ
た
最
後
の
卷
で
あ
る
卷
七
六
六
最
後
の
作
品
の
番
號
は
四
二
四
五
二
番
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
作
品
ま
で
の
作
品
數
は
一
五
〇
〇
〇
首
と
な
る
。
よ
っ
て
『

詩
』
の
含
ま
れ
る
	
詩
の
數
は
、
一
五
〇
〇
〇
首
か
ら
二
二
〇
〇
〇
首
の
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
や
や
二
二
〇
〇
〇
首
寄
り
の
數
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
（
17）
た
と
え
ば
、
初
・
宋
之
問
「
至
端
州
驛
見
杜
五
審
言
沈
三
期
閻
五
隱
王
二
無
競
題
壁
然
詠
」、

・
杜
甫
「
又
上
後
園
山
脚
」、
中
・
韓
愈
「
左
至
關
示
姪
孫
湘
」
な
ど
が
そ
れ
に
當
た
る
。
（
18）
一
例
を
げ
れ
ば
、「
瘴
癘
」（
「
感
受
瘴
氣
而
生
疾
病
。
亦
泛
指
惡
性
瘧
疾
等
病
」
（
『
語
大
詞
典
』
語
大
詞
典
出
版
、
一
九
九
一
年
、
卷
八
）、「
高
多
濕
の
熱
帶
・
亞
熱
帶
地
に
蔓
す
る
惡
氣
」
（
松
浦
友
久
『
續
校

詩
解
釋
辭
典
[附
]
代
詩
』
大
修

書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
二
三
一
頁
、
植
木
久
行
執
筆
）
）
の
語
は
す
で
に
隋
代
に
見
え
、
古
く
か
ら
詩
語
と
な
っ
て
い
る
が
、
代
で
は
初

に
十
例
、

に
十
一
例
を
數
え
る
も
の
の
、
中
は
五
例
、
	
は
三
例
と
な
っ
て
い
る
。
殘
存
す
る
詩
數
か
ら
考
え
る
と
、
「
瘴
癘
」
の
用
例
度
は
か
な
り
低
く
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
「
瘴
」
が
字
義
と
し
て
も
つ
、
惡
性
の
疾
病
、
も
し
く
は
身
體
に
有
 な
風
土
と
い
う
意
味
が
中
期
以
に
!れ
て
い
っ
た
と
す
る
指
標
の
一
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
（
19）
語
大
詞
典
出
版
、
一
九
九
一
年
、
卷
八
。
た
だ
し
、
「
指
南
方
有
瘴
氣
之
地
」
と
い
う
項
も
立
て
、
中
・
盧
綸
の
「
夜
中
得
循
州
趙
司
馬
侍
"書
因
寄
回
使
」
詩
を
げ
る
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
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［
補
記
］
本
稿
は
、
日
本
學
振
興
會
科
學
究
費
「
詩
跡
（
歌
枕
）
究
に
よ
る
中
國
文
學
史
論
再


―
詩
跡
の
念
・
機
能
・
形
に
關
す
る

究
―
」（
基
盤
Ｂ
、
植
木
久
行
代
表
、
課
題
番
號
１
７
３
２
０
０
５
３
、
二
〇
〇
五
～
二
〇
〇
七
）
に
よ
る
究
果
の
一
部
で
あ
る
。
中
國
古
典
詩
人
に
お
け
る
南
方
意
識
（
許
山
）
93
